障害学会第12回大会（2015年度）

大会校企画「（発達）障害学生支援と合理的配慮提供の実際——「障害学会」が貢献できるもの」
実践報告者（2日目）：

京都大学学生総合支援センター障害学生支援ルーム　村田淳（むらたじゅん）

報告題目：

京都大学における発達障害のある学生への修学支援
報告要旨：
1． 京都大学における障害学生支援
　京都大学では、障害学生支援の専門窓口として「障害学生支援ルーム」が設置されている。大学における障害学生支援は全国的に変革期を迎えているが、京都大学においてもニーズは年々拡大しており、目の前の支援を充実させると同時に、中長期的な見通しをもった支援のあり方を模索している段階である。本報告では、京都大学における発達障害のある学生（以下、「発達障害学生」という）への支援の現状や課題等について報告する。
　京都大学の障害学生支援における特徴として、①支援の対象者が学部生だけでなく、大学院生も多数含まれているということ、②障害学生の把握方法（障害学生支援ルームへの正式登録）を障害の有無ではなく、支援の必要性の有無（社会モデル）で捉えるということがあげられる。もちろん、支援を必要とするかどうかの相談等は受け付けるが、正式な支援対象者として登録する際には、支援の必要性の有無を基準にするということになる。現在、支援対象として正式に登録している学生は40名程度であり、視覚・聴覚等の障害、肢体不自由、内部疾患、発達障害等のある学生が何らかの支援を受けながら学生生活をおくっている。障害学生の日常的な相談・支援に加えて、学内のバリアフリー化に関すること、受験希望者等の事前相談、理解啓発等も重要な役割となっている。
　支援の内容としては、従来は情報保障や移動介助等が中心であったが、現在は発達障害学生の修学支援（環境調整等）のケースも増加しており、幅広い取り組みが必要になっている。

2． 発達障害学生支援の現状——個別支援と修学支援
　発達障害学生への支援は、「個別支援」と「修学支援」という2つの視点で整理できると考えている。個別支援とは、医師やカウンセラーなどと基本的に1対1の関係のなかで、自己と向き合っていくこと、さらにそのなかから解決策を導いていくものなどを指している。それに対して、修学支援とは、学習や研究を進める上で必要になる特別な支援や配慮などを指しており、主に社会モデル的な捉え方で実施されている。
　発達障害学生のニーズは個別的で多様であるため、修学支援においても個別性が高くなる。また、学生本人と修学環境の双方を丁寧にアセスメントしていく必要があるため、支援の実施は簡単なものではない。さらに、発達障害学生への支援は、複数の専門的な支援者の力が必要になる場合が多い。医療や心理、教育や福祉など、必要に応じて様々な支援者が連携していくことが大切であり、京都大学においては、カウンセリングルームや健康科学センター（保健診療所）等の専門的な窓口との連携が不可欠になっている。
京都大学においては、発達障害学生への修学支援として、授業や定期試験、研究室における「環境調整」を中心に支援を実施している。例えば、学生の特徴を教職員に伝えて理解を求め、それぞれのコミュニケーションや人的支援などによって環境の「構造化」をはかり、それぞれがガス抜き（「意識緩和」）の役割を担うことなどがある。その他、教室や座席の配慮などの物理的な支援が必要になる場合もある。このような支援のパターンも全ての発達障害学生に当てはまるわけではない。あくまでも、ひとつの例であり、「発達障害だから」という理由で決まった支援を実施するのではなく、個々の学生の特性やニーズに合わせた、きめ細やかな対応が必要となる。また、このような合理的配慮を判断するための基準が明確ではないため、現時点においては（ある一定のエビデンスやアセスメントの結果はふまえつつも）学生本人や授業担当教員等との対話によって、合意形成をはかり支援を実施するというプロセスとなっている。
3． 社会を見据えた支援のあり方——移行支援の視点
　発達障害学生への支援を実施するなかで、より包括的な支援のアプローチが必要になっていると感じており、報告者はこのような支援を「移行支援」という言葉で捉えている。「移行：transition」という言葉は移り変わりの時期という理解が一般的で、「ある時期（状態や所属など）から、次の時期への変化の時期」、つまり短期間の時期と捉えられることが多いだろう。ただ、発達障害学生への支援としての移行支援とは、中長期的な関わりで支援を進めていく方法である考えている。
　移行支援とは、「自分自身の特徴をふまえた支援（環境調整等）のあり方、あるいは環境との折り合いの付け方等を発見するプロセス」であると考えている。そこには、必ずしも社会モデルだけでなく、少なからず個人モデルとしての視点も含まれている部分がある。これは、あくまでも現時点で大学というカテゴリーに在籍している発達障害学生を支援する立場として実感していることであり、必ずしも普遍的なものではないだろう。ただ、これが現時点における現場の実態なのである。
　京都大学においては2008年頃から継続してこのような視点で支援を実施しているが、現在では、さらなる展開として発達障害学生たちによるグループワークなども取り入れており、社会を見据えた支援のあり方を模索している段階である。
4． 今後にむけた課題（学会等への期待）
　発達障害は一般的に「わかりにくい障害」ということができるだろう。これは、「周囲に理解してもらいにくい」ということに加えて、「本人自身もわかりにくい」という状況が影響していると考えられる。現時点で大学における発達障害学生支援で課題となるのは、大学入学後に顕在化するようなパターンが多いということである。もちろん、環境に影響を受けやすいということが要因だといえるが、後から顕在化してくるという状況下においては、社会モデル的な視点だけでは対応しきれないケースが少なくない。このような状況に対して、どのようなアプローチが可能になるだろうか。
　また、修学支援が実施できる状況が整った場合でも、合理的配慮の実施においては身体障害学生への支援以上にその判断が難しい。大学においては教育・研究の本質を維持しながらも、一人一人の学生が学びやすい環境をつくる責務があり、発達障害学生が直面するディスアビリティの解消も重要な課題である。このような支援を推し進めていくためにも、発達障害学生支援に関する合理的配慮のエビデンスの構築やアセスメントの方法が課題であると考えている。
以上
